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ビ
ス
産
業
は
、
製
造
業
と
異
な
り
、
需
要

が
発
生
す
る
お
客
さ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
で

し
か
成
立
し
な
い
た
め
、
よ
り
人
手
不
足

の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

地
方
創
生
の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
観
光

で
あ
る
が
、
地
域
密
着
型
、
か
つ
労
働
集

約
型
の
宿
泊
産
業
が
人
手
不
足
に
陥
っ
て

は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
に
影

響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
本
特

集
の
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。

あ
る
宿
泊
施
設
の
経
営
者
は「
労
務
倒

産
」
と
言
わ
れ
た
が
、
地
方
の
全
て
の
観

光
地
が
そ
う
だ
と
言
わ
な
い
も
の
の
、
近

年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
増
大
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
観
光
地
に
よ
り
人
手
不
足
感
が

強
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
訪
日
外
国
人

４
０
０
０
万
人
時
代
を
控
え
、
需
要
は
あ

る
が
供
給
側
の
態
勢
が
整
わ
な
い
と
い
う

ミ
ス
マ
ッ
チ
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
観
光
地
の
雇
用
と
人
材
を
巡
る

　
諸
課
題

観
光
庁
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査

（
２
０
１
４
年
）に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
年

間
旅
行
消
費
額
は
22
・
５
兆
円
。観
光
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
８・７
兆
円
で
我
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

１・８
％
を
占
め
て
い
る
。ま
た
観
光
産
業

に
お
け
る
就
業
者
数
は
４
６
１
万
人
、
就

業
者
総
数
の
７・１
％
を
占
め
て
い
る
。そ

の
う
ち
宿
泊
業
は
46
万
人
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。

観
光
産
業
、
宿
泊
産
業
、
観
光
地
に
お

け
る
雇
用
環
境
を
巡
る
課
題
は
、

①
個
々
の
宿
泊
施
設
な
ど
企
業
レ
ベ
ル
の

課
題

②
観
光
産
業
・
観
光
地
な
ど
産
業
レ
ベ
ル
、

地
域
レ
ベ
ル
の
課
題

③
人
口
構
造
な
ど
国
レ
ベ
ル
の
課
題

か
つ
て
な
い
人
手
不
足
が

生
じ
て
い
る
地
方

地
方
部
で
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、

そ
れ
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口（
労
働
人
口
）

の
減
少
に
よ
っ
て
か
つ
て
な
い
人
手
不
足

が
地
方
で
生
じ
て
い
る
。
特
に
我
が
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
雇
用
の
約
７
割
を
占
め
る
サ
ー

に
大
別
さ
れ
る
。
以
下
、
今
回
の
取
材
や

分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
対
応
方
策
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。

2
企
業
レ
ベ
ル
で
の
対
応
方
策

　
―
生
産
性
向
上
に
よ
る

　
　
待
遇
改
善
が
第
一

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
生
産
性
の
低
さ
に
つ

い
て
は
再
三
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
国
を
挙
げ
て
支
援
態
勢
が
整
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
当
然
な
が
ら
生
産
性
は
、

観光地における雇用環境を
改善させるために
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視
座特集テーマからの

図１ 観光地における雇用と人材を巡る諸課題とその対応方策

国レベルの課題

観光産業 ・観光地
レベルの課題

地方における「まち・ひと・しごと」の創生
－住んでよし、訪れてよし－

企業レベルの課題

観光地における
雇用と人材を巡る諸課題

◦出生率の向上
◦保育環境の向上
◦子育て支援
◦観光経営人材育成 など

◦業界、観光地としての採用活動
◦教育機関との連携
◦外国人研修プログラムの開発
◦メンター制度の創設 など

◦生産性の向上
◦従業員満足の向上

→◦給与水準の向上
◦労働時間の短縮
◦福利厚生の充実 など
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37 特集テーマからの視座◉観光地における雇用環境を改善させるために

生
産
性
＝
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
収
益
）／

イ
ン
プ
ッ
ト（
経
費
）

と
定
義
さ
れ
る
が
、
要
は
収
益
を
最
大
化

し
、
経
費
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

向
上
し
て
い
く
。
特
に
従
業
員
１
人
当
た

り
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
日
頃

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
業
務

改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
無
駄
な
経
費
を
削

減
す
る
方
向
と
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
よ
っ
て
収
益
、
つ
ま
り
単
価

ア
ッ
プ
を
図
る
方
向
が
あ
る
が
、
人
手
不

足
に
よ
っ
て
従
業
員
が
少
な
く
な
り
、
配

膳
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
バ
ン
キ
ン
グ

方
式
に
変
更
す
る
と
い
う
の
は
、
経
費
の

削
減
と
と
も
に
収
益
も
削
減
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
本
当
に
生
産
性
が
向
上
し
た
の

か
ど
う
か
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
業
員
満
足
度（
Ｅ
Ｓ
）の
向
上
は
、働

く
意
欲
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
アッ
プ
に
つ
な
が

る
重
要
な
方
策
で
あ
る
。
当
財
団
の
調
査

で
も
、
給
与
水
準
の
向
上
、
労
働
時
間
の

短
縮
、
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
特
集
で
も
観
光
地
の
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
れ
る
楽
し
み
や
誇
り
と
と
も
に
従

業
員
の
本
音
と
し
て
話
さ
れ
て
い
た
。
こ

と
は
い
え
、
観
光
産
業
界
と
し
て
、
あ

る
い
は
宿
泊
産
業
界
と
し
て
人
材
確
保
策

を
打
ち
出
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
は
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
民
間
事
業
者
主
体
で
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
観
光
立
国
、
あ
る
い

は
観
光
先
進
国
化
と
い
う
国
策
の
も
と
で

進
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
国
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
業
界
と
し
て
の
取
り
組

み
、
具
体
的
に
は
業
界
を
挙
げ
た
就
職
説

明
会
の
開
催
や
採
用
の
合
理
化
、
業
界
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
の
活
動
、さ

ら
に
は
法
制
度
の
改
訂
な
ど
に
向
け
た
ロ

ビ
ー
活
動
な
ど
も
活
発
化
さ
せ
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

業
界
を
挙
げ
た
雇
用
と
人
材
に
関
す
る

取
り
組
み
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
他
業
界

と
も
共
通
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

・
女
性
の
雇
用
・
人
材
の
確
保
（
子
育
て

と
の
両
立
を
可
能
に
す
る
）

・
65
歳
以
上
の
雇
用
・
人
材
の
確
保
（
超

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
）

が
最
優
先
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

単
独
の
企
業
レ
ベ
ル
で
は
難
し
い
託
児
所

の
設
置
や
高
齢
者
が
無
理
な
く
働
く
こ
と

の
で
き
る
各
種
工
夫
を
業
界
レ
ベ
ル
、
観

光
地
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

近
年
、外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
対
応

し
て
、
外
国
人
の
就
労
に
対
す
る
在
留
資

格
が 

“
学
問
的
・
体
系
的
な
技
術
・
知
識

を
必
要
と
す
る
業
務
”
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
緩
和
の
方
向
で
議
論
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
低

賃
金
・
単
純
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
道
を

開
く
こ
と
と
も
関
連
し
、
慎
重
な
判
断
が

必
要
と
な
ろ
う
。

　
一
方
、入
管
法
の
改
正
に
よ
り
２
０
１
０

年（
平
成
22
年
）か
ら
施
行
さ
れ
た
外
国

人
の
「
新
し
い
研
修
・
技
能
実
習
制
度
」

に
お
い
て
、「
技
能
実
習
」と
い
う
在
留
資

格
が
創
設
さ
れ
た
が
、
宿
泊
業
界
で
の
実

習
期
間
が
農
業
や
漁
業
、建
設
業
な
ど
と

比
較
し
て
短
く（
注
）、「
団
体
監
理
型
」
の

団
体
の
中
に
旅
館
協
会
や
ホ
テ
ル
協
会
、

観
光
協
会
な
ど
観
光
関
連
団
体
が
入
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
制
度
改
正
を
宿
泊

業
界
と
し
て
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
そ
し
て
、日
本
ら
し
い
高
度
な
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
技
能
を
身
に
付
け
る「
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
お
も
て
な
し
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
仮
）」
な
ど
の
創
設
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

一
方
、観
光
地
全
体
と
し
て
の
取
り
組

れ
に
つ
い
て
は
経
営
努
力
を
怠
っ
て
き
た

と
明
言
す
る
経
営
者
も
少
な
く
な
い
。

人
材
確
保
の
方
策
と
し
て
居
住
環
境

整
備
、
つ
ま
り
寮
や
宿
舎
の
整
備
が
あ
る
。

例
え
ば
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
で
は
、
優
秀
な
若

手
従
業
員
の
た
め
に
食
事
付
き
の
独
身

寮
を
、
サ
ン
浦
島
グ
ル
ー
プ
で
は
、
全
客

室
数
の
88
％
に
相
当
す
る
従
業
員
寮
を

20
年
以
上
か
け
て
整
備
し
て
い
る
。

一
方
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
方
策
と
し
て
、

「
さ
す
が
帝
国
ホ
テ
ル
推
進
活
動
」
な
ど

は
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
度
）の
向
上
と
と
も

に
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
度
）の
向
上
を
同

時
に
狙
っ
た
好
例
で
あ
る
。

3
観
光
産
業
・
観
光
地
レ
ベ
ル
で

　
の
対
応
方
策

　
―
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

雇
用
や
人
材
の
問
題
は
、
宿
泊
産
業
に

限
っ
て
み
て
も
、
立
地
（
大
都
市
部
、
地

方
都
市
部
、
地
方
部
）
や
規
模
（
大
規
模
、

中
規
模
、
小
規
模
）、
施
設
の
タ
イ
プ
（
ホ

テ
ル
、
旅
館
）、
運
営
の
タ
イ
プ
（
高
級
、

中
間
、
低
廉
）
な
ど
に
よ
っ
て
状
況
は
異

な
り
、
産
業
界
と
し
て
ま
と
め
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
。
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み
は
、次
の
各
段
階
に
応
じ
て

必
要
と
な
る
。

●「
人
材
確
保
」
段
階
で
の
取

り
組
み

…
…
業
界
や
観
光
地
全
体

で
の
就
職
説
明
会
や
教
育

機
関
と
の
連
携
（
計
画
的

な
人
材
供
給
シ
ス
テ
ム
）、

地
域
と
の
連
携
強
化
（
住

民
へ
の
啓
発
）
な
ど

●「
人
材
定
着
」
段
階
で
の
取

り
組
み

…
…
早
期
離
職
防
止
の
た
め
の
メ
ン
タ

ー
制
度
や
業
界
で
働
く
人
々
が
集
ま
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
な
ど

●「
人
材
育
成
」
段
階
で
の
取
り
組
み

…
…
キ
ャ
リ
ア
形
成
制
度
（
地
域
と
し

て
、業
界
と
し
て
）や
高
度
な
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
技
術
を
学
び
、
研
究
す
る
機
関

の
設
置
な
ど

4
国
レ
ベ
ル
で
の
対
応
方
策

働
き
手
の
割
合（
生
産
年
齢
人
口
比
率
）

が
最
も
高
か
っ
た
の
は
１
９
９
０
年
代
前

半
で
あ
り
、
70
％
弱
に
達
し
て
い
た
。
そ

の
後
急
激
に
低
下
し
、
２
０
１
４
年
（
平

成
26
年
）に
は
61
％
、
間
も
な
く
60
％
を

割
り
込
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
完
全
か
つ
大
量
の
退

職
に
よ
り
労
働
人
口
が
著
し
く
減
少
し
た

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
は
、
特
別
の

意
味
を
込
め
て
「
２
０
１
５
年
問
題
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。

当
面
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
は
期
待

で
き
な
い
が
、か
と
い
っ
て
諦
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
重
要
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
は

出
生
率
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
上
げ
て
い

く
政
策
が
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
参
考
と
し
つ

つ
進
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
子

育
て
環
境
の
充
実
で
あ
り
、
働
き
な
が
ら

子
育
て
が
し
や
す
い
地
方
へ
の
移
住
な
ど

が
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
特
集
に
あ
た
っ
て
取
材
を
す
る

中
で
聞
か
れ
た
の
が
、「
下
手
に
働
く
よ

り
、
年
金
や
福
祉
手
当
を
も
ら
っ
た
ほ
う

が
得
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

の
問
題
と
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
配
偶
者
控
除
（
１
０
３
万
円
の
壁
）、
社

会
保
険
料
の
負
担
（
１
３
０
万
円
の
壁
）」

で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
労
働
力
不
足
に
ド

ラ
イ
ブ
を
か
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
た
と
え
非
正
規
で
あ
っ
て
も
相
応
の

賃
金
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

38

視
座特集テーマからの

5
お
わ
り
に

　
―
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

　
　
創
生
に
向
け
て

地
方
創
生
は
イ
タ
リ
ア
の
地
方
が
モ
デ

ル
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
イ
タ
リ

ア
に
は
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
で
有
名
な
ブ
ラ
や

シ
ル
ク
産
業
の
コ
モ
湖
、
ト
ス
カ
ー
ナ
や

ヴ
ェ
ネ
ト
州
の
ワ
イ
ン
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
や

マ
セ
ラ
テ
ィ
の
モ
デ
ナ
な
ど
個
性
豊
か
な

地
域
文
化
を
背
景
に
世
界
を
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
し
た
元
気
な
地
方
の
都
市
や
村
が
多
数

存
在
す
る
。い
ず
れ
も
都
市
国
家
と
し
て

の
歴
史
の
も
と
に
中
央
政
府
に
依
存
す
る

観光文化230号 July 2016

図２ 観光地における観光人材の構造と各主体の役割・課題
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出典：観光庁の資料などをもとに（公財）日本交通公社作成
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39 特集テーマからの視座◉観光地における雇用環境を改善させるために

こ
と
な
く
、
自
立
し
た
独
自
の
文
化
を
育

ん
で
き
た
と
言
え
る
。
そ
こ
に
は
30
㎞
経

済
圏
と
も
言
わ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
経
済
を
ベ

ー
ス
に
、
量
よ
り
質
、
付
加
価
値
の
高
い

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
暮
ら
し
の
充

実
な
ど
魅
力
あ
る
理
念
と
地
域
政
策
が

根
付
い
て
い
る
。

地
方
創
生
――
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

創
生
に
観
光
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
観

光
は
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、地
域
の
資
源
を
活
か
し
、磨

き
上
げ
、
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の

結
果
と
し
て
観
光
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
、

稼
ぐ
こ
と
だ
け
が
前
面
に
出
て
く
る
よ
う

な
地
域
や
地
方
に
持
続
可
能
な
観
光
は
あ

り
得
な
い
。

地
方
出
身
者
と
し
て
最
近
思
う
こ
と
は
、

長
い
間
、
地
方
が
都
市
へ
の
人
材
供
給
地

と
な
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
疑

問
を
感
じ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
で
有
名
な
旧
湯
布
院

町
で
「
湯
布
院
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
――
こ
の
町

に
子
供
は
残
る
か
」
が
開
催
さ
れ
た
の
が

１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）、
40
年
前
で

あ
る
。
自
分
た
ち
の
子
供
た
ち
が
将
来
、

湯
布
院
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大

切
な
理
念
を
提
示
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
国
民
の
意
識
―
つ

ま
り
、
大
都
市
で
学
び
、
一
定
の
社
会
経

験
を
積
ん
だ
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
方
へ

帰
る
…
…
そ
し
て
元
気
で
魅
力
あ
る
地
方

を
創
生
す
る
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
今
回
の
特
集
を
通
じ
て
我
が

国
の
雇
用
統
計
の
充
実
（
観
光
地
単
位
で

の
）
は
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
し

て
、
当
財
団
と
し
て
も
継
続
し
て
雇
用
と

人
材
の
問
題
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

＊
本
稿
は
、当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
の
岩
崎
、

守
屋
、
後
藤
、
清
水
、
西
川
、
通
山
の
各
研

究
員（
雇
用
環
境
調
査
チ
ー
ム
）と
の
議
論

を
も
と
に
梅
川
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
）２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）４
月
１
日
現
在
、技
能

実
習
２
号
移
行
対
象
職
種（
74
職
種
１
３
３
作
業
）

に
宿
泊
・
観
光
関
係
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

［
参
考
文
献
］

・『
な
ぜ
ロ
ー
カ
ル
経
済
か
ら
日
本
は
甦
る
の
か
』

冨
山
和
彦
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
（
２
０
１
４
年
６
月
）

・『
な
ぜ
イ
タ
リ
ア
の
村
は
美
し
く
元
気
な
の
か
』

宗
田
好
史
、
学
芸
出
版
社
（
２
０
１
２
年
８
月
）

・『
ド
イ
ツ
の
地
方
都
市
は
な
ぜ
元
気
な
の
か
』

高
松
平
藏
、
学
芸
出
版
社
（
２
０
０
８
年
５
月
）

＜コラム＞

雇用統計の充実に向けて
（ILO・UNWTOの取り組み）

観光は「人」に大きく依存する産業である。それにもかかわらず、観
光産業における有意な雇用統計を整備している国･地域は限定的であ
る。国際労働機関（ILO）と国連世界観光機関（UNWTO）では、観
光産業における雇用に関するデータ収集の改善を優先的な取り組み分
野と捉えており、共同プロジェクトの一環として、世界200カ国･地域余
りの統計局や観光局などに対して、観光産業の雇用統計に関する調査
を実施した。同プロジェクトの成果である『Sources and Methods: La-
bour Statistics. Employment in the Tourism Industries – Special 
Edition』（2008年）の中で、我が国については、観光産業に関する雇
用データを収集していない13カ国の1つとして言及されている。

その後、UNWTOでは2014年に、観光産業の雇用に関するデータ
収集の改善を進めることを目的として、『Measuring Employment in 
the Tourism Industries - Guide with Best Practices -』と題するガイ
ドブックを刊行した。同書では、世界各国の優良事例を交え、さまざ
まな角度から雇用統計の重要性や手法、活用例について言及している。

統計充実の最大の目的は、データ活用による地域の政策決定とマネ
ジメントにある。観光産業分野の雇用統計を整備することにより、観光
産業に関係する人々の賃金、職業構造、職務資格、技能･技術、労
働条件などについての信頼性と一貫性のある情報を得られることが期
待できる。我が国においても、持続的な観光地の実現に向けて雇用
統計の充実が望まれる。その際、観光分野の雇用については地域や
季節などに左右される面もあり、観光地経営の判断材料として活用す
るためには、国レベルのみならず、地域単位での統計整備の充実化も
必要となるだろう。

観光政策研究部　研究員　清水雄一
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